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12月に赤坂区民センターで開催される『小林厚子の「聴いて、感じて、みんなで歌おう！

コンサート」』に出演される小林厚子さんは、日本のオペラ界を牽引してきた藤原歌劇団

所属のソプラノ歌手。 

本格的な舞台で活躍されながら、保育園や福祉施設でのミニコンサートも続けられてき

ました。

――小林小林小林小林さんにとってさんにとってさんにとってさんにとって歌歌歌歌のののの魅力魅力魅力魅力とはとはとはとは？？？？

舞台で歌っていると、エネルギーがまわる瞬間というものがあります。たくさんのエネル

ギーをお客さまからいただくんですね。 

そのためには、毎日練習したり、イメージを高めていくのですが、本番でそうした瞬間を

実感できると本当に最高です。 

お客さまも、何かを感じてくださったり、そうしたエネルギーを体感していただけるといい

なと思っています。

それに、身近に音楽があると、ちょっと楽になったり、ドキドキしたりしますよね。 

たとえば、山道を登る時、すれ違う人から「こんにちは」と言われると、うれしくなって、ま

たもう少し頑張れます。歌って、そういうものじゃないでしょうか。

――ソプラノソプラノソプラノソプラノ歌手歌手歌手歌手をををを志志志志されたのはされたのはされたのはされたのは？？？？

家族が音楽好きで、ブレーメンの音楽一家みたいな家だったんです。 

でも、父は音痴ですし（笑）、私も本格的に歌手を志したのは高校二年生頃でした。 

それから東京藝大に進学して、藤原歌劇団の研究生になり、次第にプロの世界に足を

踏み入れ、ひとつひとつ、目の前のことを一生懸命こなしてきたという感じです。

――さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな施設施設施設施設でででで、、、、ミニコンサートミニコンサートミニコンサートミニコンサートなどのなどのなどのなどの活動活動活動活動をされていますねをされていますねをされていますねをされていますね。。。。

私にとっては、舞台もミニコンサートも同じ気持ちなんです。 

ミニコンサートを始めた最初のきっかけは、特別介護施設で歌わせていただいたことで
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す。ご自分のお名前も言えないような高齢の方が、私が歌ったら、一緒に歌ってくださっ

たんですね。すごく感動して、その方からたくさんのエネルギーをいただきました。それ

から地域創造助成事業のお仕事をさせていただいて。 

歌を聴くと自然に体が動いたり、涙を流される方もいて、毎回、私の方が、たくさんの

方々からエネルギーをいただいてきました。

――今回今回今回今回ののののコンサートコンサートコンサートコンサートもももも、、、、同同同同じようなじようなじようなじような思思思思いをいをいをいを込込込込めてめてめてめて開催開催開催開催されるのですねされるのですねされるのですねされるのですね。。。。

本当に同じです。ですので、オペラのアリアを初めて聴かれる方でも大丈夫。 

プッチーニの曲を歌いますが、言葉がわからなくても、耳に馴染む美しいものですし、あ

らすじの簡単な解説もいたします。 

季節にあわせて、クリスマス・メドレーも予定しています。

コンサートホールというのは、大きな楽器のようなものです。 

私は体が楽器で、指の先から髪の毛まで、全部を使って歌いますが、ホール自体も音

が響く箱なんですね。その楽器の中に入っていただいて、生の歌声の響きを感じていた

だけたら。

港区は、緑も多いし、ステキな建物もたくさんある憧れの町。 

私もコンサートを楽しみにしていますので、皆さまもぜひ、足をお運びください。
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